
3 月13日、今年で 21回目を迎えるつわの SL 健康
マラソン（津和野町体育協会主催）が開催され町
内外からおそよ550人が参加しました。開会式では、
大会開催 2日前に日本列島を揺るがした東北地震
の被災者に対し、黙祷が捧げられ、運営事務局には、
被災地への募金を募る窓口が設けられました。今
大会から津和野高校グラウンドをスタート地点とし、
高岡通りから JR 津和野駅前・殿町通りを通過する
新しいコースが設定され、それぞれのコース上の沿
道ではランナーにむけて応援の言葉が送られていま
した。
最も長いハーフマラソンの優勝者は津和野町在住
の中村勇太さん。その他のクラスの結果は、町ホー
ムページ上で確認ができます。
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平成23年度
津 和 野 町予
算

自主財源 15.8％
依存財源 84.2％

労働費 110万円

予備費ほか 361万円
災害復旧費 15万円

歳出

人件費11億8,755万円（16.7％）

物件費11億9,087万円（16.7％）

維持補修費 1,503 万円
扶助費 4億 7,040 万円（6.6％）

補助費 7億 4,403 万円（10.4％）

公債費19億3,239万円（27.1％）

積立金 2億 301 万円（2.8％）
貸付金 2,725 万円

災害復旧事業費 15 万円 予備費 361 万円

投資及び出資金 0万円

繰出金 8億 3,387 万円（11.7％）

普通建設事業費 5億 1,929 万円（7.3％）

特別会計予算
国民健康保険事業 10億 6,626 万円
介護保険事業 12億 5,292 万円
後期高齢者医療 2億 8,683 万円
簡易水道事業 3億 8,998 万円
下水道事業 3億 8,879 万円

農業集落排水事業 570万円
奨学金 1,348 万円

電気通信事業 7,586 万円
診療所 9,945 万円

介護老人保健
施設事業 5億 862万円

●一般会計歳入

●一般会計歳出（目的別）●一般会計歳出（性質別）

津和野町病院事業
収益的収入 7億 3,492 万円
収益的支出 7億 5,563 万円
資本的収入 2,209 万円
資本的支出 3,913 万円

平成 23年度における、津和野
町の予算総額は、71億 2,750
万円です。本町の財政的困難度
のピークは、過ぎたと予測して
いますが、今年度においても予
断が許されない状況となってい
ます。
今年度予算については、その中
でも、定住対策、健康づくり、
地産地消、繰上償還等を重点施
策として、特に配慮した予算と
なっています。

財
政
状
況
に
つ
い
て

平
成
23
年
度
に
お
け
る
、
一
般

財
源
見
込
み
総
額
は
、
約
55
億
７
，

６
０
０
万
円
で
す
。

こ
の
中
で
、特
に
地
方
交
付
税
は
、

平
成
22
年
度
に
実
施
さ
れ
た
国
勢
調

査
の
結
果
を
受
け
、
そ
の
減
少
は
免

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
人
口
減
少
の

影
響
を
緩
和
す
る
人
口
急
減
補
正
が

適
用
さ
れ
る
こ
と
や
特
別
枠
「
地
域

活
性
化
・
雇
用
等
対
策
費
」
が
新
た

に
計
上
さ
れ
、
平
成
22
年
度
に
創
設

し
た
「
雇
用
対
策
・
地
域
資
源
活
用

臨
時
特
例
費
」
を
「
雇
用
対
策
・
地

域
資
源
活
用
推
進
費
」
と
し
て
充
実

が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
前
年
度
並
み
の
地

方
交
付
税
総
額
が
確
保
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
そ
の
補
填
と
な
る
臨

時
財
政
対
策
債
が
縮
小
さ
れ
て
お

り
、こ
れ
を
含
め
た
地
方
交
付
税
は
、

前
年
度
と
比
べ
、
総
額
で
1
億
４
，

０
０
０
万
円
の
減
少
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。

町
税
に
つ
い
て
は
、
景
気
の
低
迷

な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
、
総

額
２
，
９
７
５
万
7
千
円
の
減
少
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
地
方
債
の
発
行
に
つ
い
て

は
前
年
度
よ
り
３
，
８
３
０
万
円
を

増
額
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
臨
時
財
政
対
策
債
を
除

い
た
事
業
分
と
し
て
、
過
疎
計
画
に

則
り
、
ソ
フ
ト
事
業
分
で
あ
る
過
疎

地
域
自
立
促
進
特
別
事
業
債
を
新
た

に
適
用
し
た
影
響
に
よ
る
も
の
で

す
。こ

う
し
て
算
定
し
た
55
億
７
，

６
０
０
万
円
と
い
う
一
般
財
源
見

込
み
は
、
平
成
22
年
度
12
月
段
階

の
予
算
額
に
比
べ
、
約
3
億
１
，

２
０
０
万
円
の
減
額
で
あ
り
、
引
き

続
き
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。な

お
、
現
時
点
で
の
財
政
指
数
の

う
ち
、
早
期
健
全
化
基
準
が
25
．

0
％
と
さ
れ
る
実
質
公
債
費
比
率

は
、
21
．
3
％
（
平
成
21
年
度
末
）

で
あ
り
、
平
成
22
年
度
末
で
は
、

19
．
3
％
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

編
成
方
針
に
つ
い
て

町
の
財
政
的
困
難
度
の
ピ
ー
ク

は
、
行
財
政
改
革
や
繰
上
償
還
等
に

よ
り
過
ぎ
た
と
予
測
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
病
院
の
取
得

時
の
借
り
入
れ
に
か
か
る
元
金
償
還

が
始
ま
る
な
ど
、健
全
化
4
指
標（
健

全
化
判
断
比
率
）
の
中
で
も
特
に
、

実
質
公
債
比
率
は
未
だ
警
戒
ラ
イ
ン

内
で
あ
る
た
め
、
予
断
が
許
さ
れ
な

い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

時
に
各
種
事
業
・
補
助
金
等
の
更
な

る
見
直
し
を
行
い
、
歳
入
の
増
加
及

び
歳
出
の
削
減
を
図
る
、
②
将
来
に

わ
た
る
自
立
的
で
持
続
的
な
町
政
運

営
の
実
現
を
目
指
し
、
町
民
福
祉
の

充
実
と
町
政
の
発
展
を
図
る
た
め
、

真
に
必
要
な
事
業
の
着
実
な
実
施
や

町
民
参
画
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
る
、
③
配
分
枠
内

に
お
い
て
「
施
策
の
選
択
と
集
中
」

を
徹
底
し
、
限
ら
れ
た
財
源
の
重
点

的
か
つ
効
率
的
な
配
分
を
行
う
、
④

歳
出
の
効
率
化
と
緊
急
・
多
様
な
課

題
へ
の
対
応
を
図
る
、
な
ど
を
基
本

的
な
考
え
方
と
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
今
年
度
は
、
将
来
負
担
比

率
へ
の
跳
ね
返
り
の
影
響
と
、
平
成

22
年
度
国
勢
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、

枠
配
分
段
階
に
お
い
て
財
政
調
整
基

金
の
取
り
崩
し
を
1
億
円
と
見
込
み

編
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
編
成
し
た
平
成
23

年
度
予
算
の
一
般
財
源
総
額

は
、
54
億
９
，
１
３
０
万
6
千

円
と
な
り
、
当
初
見
込
ん

だ
一
般
財
源
枠
の
配
分
総
額

55
億
７
，
６
０
０
万
円
以
内
に

収
ま
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
当
初
見
込
み
よ

り
、
町
税
、
臨
時
財
政
対
策
債

を
含
ん
だ
地
方
交
付
税
、
地
方

特
例
交
付
金
等
が
予
想
を
上
回

る
減
額
と
な
っ
た
た
め
、
結
果

と
し
て
、
一
般
財
源
の
枠
配
分
に
対

し
１
．
５
％
の
減
額
、
対
前
年
度
比

で
は
２
．
１
％
の
減
額
予
算
と
な
っ

て
い
ま
す
。

普
通
会
計
ベ
ー
ス
で
は
、
前
年
度

当
初
予
算
額
に
対
し
、
４
．
１
％
の

減
額
と
な
っ
て
い
ま
す

一
般
会
計
予
算
額
は
、
71
億
２
，

７
５
０
万
円
で
、
前
年
当
初
予
算
額

に
対
し
、
２
．
２
％
の
減
額
予
算
と

な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
、
今
後

も
引
き
続
き
中
期
財
政
計
画
の
ロ
ー

リ
ン
グ
を
毎
年
行
う
な
ど
適
切
な
対

応
を
行
い
、
本
町
の
着
実
な
発
展
を

目
指
す
た
め
、
昨
年
度
に
引
き
続
き

一
般
財
源
額
を
基
本
と
し
た
枠
配
分

方
式
で
の
予
算
編
成
と
な
っ
て
い
ま

す
。そ

の
中
で
も
、
特
に
定
住
対
策
、

健
康
づ
く
り
、
地
産
地
消
、
繰
上
償

還
等
を
重
点
施
策

と
し
て
配
慮
し
て

い
ま
す
。

こ
の
枠
配
分
予

算
を
堅
持
す
る
た

め
に
、
①
平
成
18

年
度
に
作
成
し
た

行
財
政
改
革
大
綱

及
び
実
施
計
画
を

着
実
に
実
施
、
同

千円未満は省略して掲載しています。

用
語
解
説

・地ち
ほ
う
こ
う
ふ
ぜ
い

方
交
付
税
▽
全
国
的
に
一
定
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
維
持
す
る
た
め
に
国
か
ら
交
付
さ

れ
る
お
金

・
臨り
ん
じ
ざ
い
せ
い
た
い
さ
く
さ
い

時
財
政
対
策
債
▽
地
方
が
抱
え
る
財
源

不
足
を
補
て
ん
す
る
た
め
特
例
的
に
認
め

ら
れ
る
地
方
債

・
過か
そ
け
い
か
く

疎
計
画
（
過
疎
地
域
自
立
促
進
市
町
村

計
画
）
▽
法
律
に
基
づ
き
過
疎
地
域
に
指

定
さ
れ
た
自
治
体
が
地
域
の
自
立
促
進
を

図
る
た
め
国
の
承
認
を
受
け
、
必
要
な
事

業
を
行
う
た
め
の
計
画

・
実じ
っ
し
つ
こ
う
さ
い
ひ
ひ
り
つ

質
公
債
費
比
率
▽
自
治
体
の
実
質
的
な

借
金
が
財
政
規
模
に
占
め
る
割
合

・
財ざ
い
せ
い
ち
ょ
う
せ
い
き
き
ん

政
調
整
基
金
▽
財
源
の
不
均
衡
を
な
ら

す
た
め
の
積
立
金
。
地
方
財
政
法
で
設
置

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る

・
地ち
ほ
う
と
く
れ
い
こ
う
ふ
き
ん

方
特
例
交
付
金
▽
恒
久
的
な
減
税
に
伴

う
地
方
税
の
減
収
額
の
一
部
を
補
て
ん
す

る
た
め
の
交
付
金
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正
面
　玄
関

駐
輪
場

Ｗ・Ｃ

まちづ
くり
政策課

町長室

総務財政課
副町長

税務住民課税務住民課
総合窓口

（保険・年金・福祉）

戸籍票・住民票

地域振興課

営業課

出納室
本庁舎第２庁舎

公民館、保育園、その他

総務財政課
課長 島 田 賢 司

課長補佐 福 田 浩 文
課長補佐 土 井 泰 一

安 村 義 夫
大 垣　 隆
楠 　 寛
樋 口 和 宏
石 井 崇 恵
大 庭 耕 平

まちづくり政策課
課長 内 藤 雅 義

課長補佐 青木早知枝
清 水 孝 倫

税務住民課
課長 米 原 孝 男

課長補佐 楠 勇 雄
課長補佐 山 本 慎 吾

長 嶺 義 幸
大 井 正 彦
山 本 早 苗
藤 本 憲 児
石 川 卓 弥
村 上 宏 志
齋 藤 貴 達
湯 浅 典 子

税務住民課・総合窓口
倉 木 正 行
青 木 育 世
伊 藤 悟 郎

地域振興課
課長 久 保 睦 夫

課長補佐 豊 田　 肇
中 田 伸 司
山 本　 淳
大 山 優 子

営業課
課長 大 庭 郁 夫

課長補佐 木 村 良 夫
課長補佐 宮 内 秀 和

内 谷　 元
出納室

会計管理者 山 本 典 伸
藤 井 安 宏

建設課課
課長 伊 藤 博 文

課長補佐 木 村 厚 雄

課長補佐 佐々井将利

齋 藤 隆 司

野 田 裕 一

青 木 貴 志

後 藤 雅 之

日 熊 憲 明

教育委員会日原窓口

津和野町日原 22-1

中岡真一

建設課議会
事務
局

議場

Ｗ・Ｃ

木部保育園

津和野町中川 567

副園長 宅野文子

石村直子

直地児童館

津和野町直地 70

副館長 佐々木正子

柳井里絵子

畑迫保育園

津和野町部栄 387-1

副園長 草 田 比 呂 子

豊 田 悦 子

佐々木かおり

統 括
調理師 田 村 鉄 治

青原保育園

津和野町青原 338

園長 藤 井 文 枝

柳 井 江 利 子

谷 口 法 賀

統 括
調理師 竹 内 留 美

日原保育園

津和野町日原 25

園長 和崎八恵子

篠 原 純 子

水 津 智 美

渡邉紗也加

統 括
調 理 師 井 上 史 子

津和野公民館

津和野町後田 66

勝間秀晃

日原天文台

津和野町枕瀬 801-8

斎藤和幸

後期高齢者医療広域連合

松江市殿町 8-3

小柴陽介

鹿足郡事務組合
（サンネットにちはら）

津和野町池村 1997-1

青木香奈枝

安野光雅美術館

津和野町後田イ 60-1

次長補佐 齋藤道夫

森鷗外記念館

津和野町町田イ 238

山本博之

桑原史成写真美術館

津和野町後田 71-2

副館長 廣石　修

給食センター

津和野町町田イ 26

統 括
調 理 師 河田義則

統 括
調 理 師 松本利和

統 括
調 理 師 山本　徹

大谷　高

災害時には、本庁舎に町の災害対策本部が設置されます。

東北地方太平洋沖地震へ
の義援金は玄関正面の総
合窓口カウンターで受け
付けています。

定例や臨時の議会が開催される議場もここ
にあります。

町民税など税に関する事は税務住民課にお
尋ねください。国民健康保険税については、
総合窓口で受け付けています。

国保や年金など津和野庁舎で主な事務を行っ
ている業務は、総合窓口でご案内しています。
４月からCATV加入などの受付も行ってい
ます

ケ
ー
ブ
ル
Ｔ
Ｖ
な
ど
の
受
付
は
総
合

窓
口
へ

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
局
・
サ
ン
ネ
ッ
ト
に
ち
は

ら
の
ケ
ー
ブ
ル
Ｔ
Ｖ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー

ビ
ス
の
加
入
申
込
な
ど
の
窓
口
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

こ
れ
ら
に
関
す
る
業
務
に
つ
い
て
は
、
本
庁

舎
で
は
従
来
ど
お
り
で
す
が
、
津
和
野
庁
舎
で

は
総
合
窓
口
で
各
種
申
込
を
受
付
け
て
い
ま

す
。
な
お
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
仕
組
み
な
ど
詳
し
く

は
、
地
域
振
興
課
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

外
部
組
織
へ
職
員
派
遣

吉
賀
町
と
共
同
運
営
を
は
じ
め
る
ケ
ー
ブ
ル

Ｔ
Ｖ
事
業
は
4
月
よ
り
鹿
足
郡
事
務
組
合
へ

移
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
職
員
１
名
を

派
遣
し
て
い
ま
す
。

平
成
20
年
か
ら
始
ま
っ
た
『
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
』。
島
根
県
で
は
、
こ
の
制
度
を
島
根

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
運
営
し
て
い

ま
す
。

そ
の
広
域
連
合
に
4
月
か
ら
職
員
1
名
を
派

遣
し
て
い
ま
す
。
期
間
は
2
年
間
で
す
。

4
月
で
す
。
新
年
度
に
な
り
役
場
で
も
職
員
の
異
動
な
ど
、
庁
舎
内
で
動
き
が
少
し
あ
り
ま
し
た
。

あ
た
な
の
見
知
っ
た
職
員
が
ど
こ
に
い
る
の
か
、
庁
舎
の
地
図
と
合
わ
せ
て
職
員
配
置
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

ぉ
、○
○
さ
ん
こ
こ
に
お
っ
た
ん
か

お

※職員配置について
特別職、臨時・嘱託
職員などは省略して
います

議会事務局
事務局長 齋 藤　 等
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津和野庁舎教育委員会
教育次長 世 良 清 美
次長補佐 吉 田 智 幸
次長補佐 羽多野寿子
次長補佐 岩 本 要 二

清 水 浩 志
中 井 将 胤
米 本　 潔
石 橋 洋 亜
宮 田 健 一
清 水 健 太

商工観光課
課長 長 嶺 清 見

課長補佐 松 本 康 志
課長補佐 藤 山　 宏

堀　 重 樹
沖 田 祥 子

福祉事務所
所長 右 田 基 司
次長 和 田 京 三
次長 村 田 隆 昭
次長 赤 松 朱 美

中 田 紀 子
野 村 一 弘
村 上 剛 士
倉 木 翔 史
小 山 恵 美

健康保険課
課長 水 津 良 則

課長補佐 澄 田 文 隆
課長補佐 中 岡 豊 美

益 井 仁 志
植 田 直 樹
岸 田 道 治
瀧 山 浩 美
柳 井 宏 樹
佐 藤 雅 美
藤 山 陽 子
石 川 千 絵

健康保険課・総合窓口
須川寿賀子
篠 原　 徹
水 津 太 志
横 田 雄 一

（健康保険課）
地域包括支援センター
課長補佐 田 淵 京 子

齋 藤　 彩
新田いずみ
長 野 純 子

（健康保険課）医療対策室
課長補佐 下 森　 定

山 下 泰 三

農林課
課長 田村津与志

課長補佐 渡 辺 寛 夫
課長補佐 桑 原 正 勝

村 上 久 富
阿 部 光 博
三 浦 香 織
竹 田 亨 志
俵　 知 巳

（農林課）
農業担い手支援センター
課長補佐 中 村 博 己

椿　 利 昭
環境生活課

課長 長嶺雄二 新田　亮
課長補佐 益成安廣 川﨑優一
課長補佐 竹内　誠 岸田浩明

小藤信行 永田達哉

Ｗ・Ｃ

スロープ

教
育
委
員
会

健
康
保
険
課

総
合
窓
口

参事 教育長

商
工
観
光
課

福
祉
事
務
所

健
康
保
険
課

保
健
予
防
係

環境生活課

農 林 課
農業委員会

農業担い手支援センター
土地改良区

２
つ
の
通
り
か
ら
入
れ
ま
す

津
和
野
庁
舎
は
殿
町
通
り
、
高
岡

通
り
の
両
方
に
面
し
て
お
り
、
庁
舎

内
部
は
通
り
抜
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。総

合
窓
口
な
ど
に
御
用
の
方
は
殿

町
通
り
か
ら
、
環
境
生
活
課
な
ど
に

御
用
の
あ
る
方
は
高
岡
通
り
か
ら

入
っ
て
い
た
だ
く
と
便
利
で
す
。
殿

町
通
り
か
ら
見
た
庁
舎
右
側
に
は
来

庁
舎
向
け
駐
車
ス
ペ
ー
ス
と
公
衆
ト

イ
レ
も
あ
り
ま
す
。

国
保
・
年
金
は
健
康
保
険
課
へ

健
康
保
険
課
で
は
、
国
民
健
康
保

険
、
国
民
年
金
、
介
護
保
険
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
な
ど
に
関
す
る
業

務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
健
康

保
険
課
で
受
付
け
て
い
た
自
立
支
援

医
療（
精
神
通
院
医
療
）に
関
す
る
窓

口
は
４
月
よ
り
福
祉
事
務
所
へ
と
変

更
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
福
祉
事
務
所
で
は
、
障

が
い
者
支
援
、
生
活
保
護
、
保
育
園

な
ど
に
関
す
る
業
務
を
行
っ
て
い
ま

す
。

平成 22 年 3 月 31 日付け退職者
村田　裕一 山岡　浩二 大田　有紀

椿　茂美 中野　萌 坂崎　和美

水津　満雄

大
おおやま
山　優

ゆうこ
子

（地域振興課）

横
よこた
田　雄

ゆういち
一

（健康保険課・総合窓口）

俵
たわら
　知

とも み
巳

（農林課）

伊
いとう
藤　悟

ごろう
郎

（税務住民課・総合窓口）

小
こやま
山　恵

え み
美

（福祉事務所）

谷
たにぐち
口　法

のりか
賀

（青原保育園）

平
成
23
年
度

は
6
人
の
職
員

を
あ
た
ら
し
く

採
用
し
ま
し
た
。

情
熱
と
意
欲

を
も
っ
て
津
和

野
町
の
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組

み
ま
す
。

お
ぉ
、
○
○
さ
ん
こ
こ
に
お
っ
た
ん
か

殿町通りから入ると見ることができる津和野庁舎の概観

この町に生まれ育って、
大好きな町のために働ける
ことを大変嬉しく思ってい
ます。今まで自分が経験し
てきたことを活かしつつ、
新しい事をどんどん吸収し
ていきたいと思います。一
日でも早くお役に立てるよ
う頑張りますので、よろし
くお願いします。

山口大学・大学院を卒業
し、津和野町役場に勤める
ことになりました。

生まれは益田で、まだ津
和野町に住み始めたばかり
なので、分らないことがた
くさんあると思いますが、
皆さんと早く仲良くなりた
いので、これからよろしく
お願いします。

出身は出雲市ですので、
津和野町初心者、本当の一
年生です。

一日でも早く、この町に
慣れ親しみ、みなさんのお
役に立てるよう一生懸命が
んばりたいと思います。

よろしくお願いします。

生まれ育った故郷と町民
の皆様に恩返しをするつも
りで、精一杯仕事を頑張り
たいと思います。

セールスポイントは明る
さと笑顔です。町民のみな
さんに元気になってもらえ
るような職員を目指してい
きますので、よろしくおね
がいします。

社会人一年目で全てが初
めてですが、毎日一生懸命
頑張りたいと思います。

プライベートでは津和野
太鼓もしていますので、こ
ちらでも町内を盛り上げて
いこうと思っていますので
よろしくおねがいします。

まだ、この町で生活する
ようになって３ヶ月ほどで
す。まだ分らないことも多
いです。皆様とともに町を
盛り上げていきたいと思っ
ています。何でも相談でき
るような職員を目指して、
日々仕事に励みたいと思っ
ていますのでよろしくお願
いします。
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Town Watchingいろんな行事・イベントを広報担当者が取材にいきます
町内でがんばっている皆さんの姿、身近な出来事、話題を教えてください
営業課　広報係☎74-0092
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まちのわだい

「声
こえ

の網
あみ

」を読んで

" 炭の津和野 " へ第一歩

遠藤正陽くん（木部中2年）、優秀賞を受賞

枕瀬山で火入れ式

▲
▲

（社）全国学校図書館協議会などが主催する第 22 回読
書感想画中央コンクールの自由読書部門で木部中学に通う遠
藤君が優秀賞を受賞しました。

このコンクールは、読書の感動を絵で表すことで、読書力
と表現力を養い読書の盛り上げを目的に運営されています。

「声の網」（星 新一・著）は昭和 45 年の作品。高度に発
達した電話網（今のインターネットのようなもの）を中心とし
た人と機械の関係を描いた短編集。遠藤君は「ストーリーに
驚いた。難解な部分も絵で表現できた。」と感想を話していま
した。

3 月18日、津和野町シルバー人材センターが緊急雇用対
策事業の一環で取り組んでいた炭釜が完成し、火入れ式が
行われました。昨年秋から製作された釜は一回に最大 250～
300kg 弱の炭を生産する能力を保有。火入れにあたり、同セ
ンターの山脇理事長は「できることは、『皆でやる』という気
持ちをもって、希望をもって取り組み
たい。また（釜の）製作に関わった
方に感謝したい。」と話していました。
この釜を使った炭や炭の加工品など
を生産しながら、町全体の盛り上げ
に貢献することになります。

受賞となった遠藤君の作
品（上）と記念の盾を掲
げる遠藤君（右）

地域の宝は“子ども達”帯
お び な

名久
く に こ

仁子ふるさとコンサート

津高の今 こちら津和野高校支援係

▲▲

▲

ありがとう須川小学校ふるさとに響く音色

大好評　津高カレンダー

3 月13日、日原小学校体育館で津和野町出身の琴奏者・帯
名久仁子さんのふるさとコンサートが開催されました。

会場にはおよそ 450 人の観客が訪れ、格調高い琴の音色を
楽しみました。午後 2 時から開演となったステージでは、帯名
さんの独奏による名曲「鳥のように」から始まり、琴の二重奏「水
の変態」などを披露。さらに琴の新しい表現方法としてピアノ
や尺八、アコースティックギターなど様 な々楽器との合奏を行い、
独創的なステージが披露されました。

講演の中でふるさとに対する思い出について語るなど、和や
かな場面も織り交ぜながら、およそ２時間にわたるコンサートは
大盛況のうちに閉幕となりました。

長年、須川地域の子ども達の学び舎として、
また地域の拠り所として愛されてきた須川小学
校。その須川小学校の閉校式が 3 月20日に行
われ、関係者や地元住民などおよそ120 人が出
席しました。

今から138 年前の明治 6 年に始まった寺子屋
的教育を起源とし、昭和 44 年に現在の校舎が
竣工されるなど、地域の歴史と共に歩んできた
須川小。時代の移り変わりの中で、様 な々理由に
より町と教育委員会、地域との長い話し合いを
経て閉校を決断するに至りました。

閉校に際し下森町長からは「豊かな自然と調
和した教育環境はすばらしい、残念ながら学校
はなくなるが、須川で学んだことを心に残し頑張
って欲しい」。と思いを語りました。

また、橋本須川小学校校長からは「須川の宝
はなんといっても“子ども達”。ここに赴任してか
ら子ども達と手を取り合い、時には温かく、時に
は厳しく見守ってきた。須川の子ども達からもら
ったモノは数え切れない。日原小学校、中学校
へいっても須川っ子がたくましく、健やかな成長
をするよう願っている」。と最後のメッセージを送
りました。

多くの人の思い出と共に歩んできた須川小。
最後には、出席者全員で校歌を歌い、地域の学
び舎との最後の別れをしました。

高校は、３月に平成２３年度の津高の学校行事を盛り込んだ「津和野高校カレン
ダー」を作成しました。カレンダーは関係機関や中学校に配付され、大好評です。
４月からの１２枚綴りで、毎月の津高生の活動を写真で紹介しています。写真は、
塚田校長が赴任以来、学校行事だけでなく、地域と一体になって活動する津高生
の姿を撮り続けてきたものです。津高生の生き生きした表情とレイアウトの見事さも
相まって町民の方からの問い合わせも津高に相次いでいます。

平成 22 年度からスタートした全国募集の結果、関東や九州などから6 名の生徒
が津和野高校を志願し、3 月25日の１日入学では全員が入学への決意を示したよ
うです。全国募集に応じた高校関係者がもっと津和野に親しみをもってもらうため、
旅館組合などと協力して、宿泊割引制度を考えました。高校の新しい活力となる県
外の生徒へ、温かい見守りをお願いします。

①下森町長へ校旗を返還する橋本校長　②学校はなくなっても子ども達の
笑顔は無くなりません　③多くの人に親しまれてきた校歌　④閉校式で
は、児童と先生とで須川の魅力を伝えるミュージカルが披露されました　
⑤観客からは笑いと拍手が送られました　⑥学校関係者や卒業生など多く
の人が集まりました

①

②
③

⑥④ ⑤



10 Public Relations Magazine Tsuwano Town11 広報つわの

様々な行政情報をお伝えするコーナーです
町からの
お知らせ町からの

お知らせ

平成 23 年 4 月 22 日発行

2011 Vol. 67
広報つわの

3 種類の国民年金の種別と年金の手続き

▼▼

▼ ▼

3
種
類
の
国
民
年
金
の
種
別

日
本
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳
未

満
の
方
は
、
国
民
年
金
に
加
入
し

て
、
基
礎
年
金
を
受
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
国
民
年
金

の
加
入
者
の
種
別
は
3
種
類
に
分

か
れ
て
い
て
、
保
険
料
を
納
め
る

方
法
な
ど
が
異
な
っ
て
い
ま
す
。

自
営
業
者
等
の
第
1
号
被
保
険

者
に
は
、
学
生
な
ど
も
含
ま
れ
ま

す
。
第
2
号
被
保
険
者
は
厚
生
年

金
等
に
加
入
し
て
い
る
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
等
で
す
。
ま
た
、
第
2
号
被

保
険
者
の
妻
な
ど
は
第
3
号
被
保

険
者
と
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
第
2
号
被
保
険
者
は
、

厚
生
年
金
等
を
上
乗
せ
と
し
て
受

け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

国
民
年
金
の
保
険
料
は

第
1
号
被
保
険
者
の
方
は
、
月

額
1
万
５
，
０
２
０
円
（
平
成
23

年
度
）
の
保
険
料
を
自
身
で
納
め

ま
す
。
経
済
的
に
納
め
る
こ
と
が

困
難
な
場
合
は
、
納
付
免
除
や
納

付
猶
予
が
受
け
ら
れ
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。

一
方
、
第
2
・
3
号
被
保
険
者

の
保
険
料
は
、
第
2
号
被
保
険
者

健
康
診
査
は
疾
病
の
早
期
発

見
・
早
期
治
療
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
1
年
に
１
度
は
健

診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
受
診
券

に
つ
い
て
は
５
月
中
旬
に
発
送
し

ま
す
。

対
象
と
な
る
方

●
国
民
健
康
保
険（
国
保
）に
加
入

し
て
い
る
方

●
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

し
て
い
る
方

※
年
度
途
中
に
75
歳
を
迎
え
、
後

期
高
齢
者
医
療
に
加
入
さ
れ
て
い

る
方
は
、
75
歳
の
誕
生
日
前
日
ま

で
は
、「
特
定
健
康
診
査
」（
74
歳

以
下
の
方
が
対
象
）
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

健
診
期
間

平
成
23
年
６
月
１
日
か
ら
９
月

30
日
ま
で 

健
診
費
用

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
方
…
…
１
，
０
０
０
円

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加

入
し
て
い
る
方	

無
料

健
診
場
所

集
団
検
診
▽
直
接
会
場
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。（
詳
細

は
受
診
券
と
と
も
に

国
税
に
関
す
る
相
談

消
費
税
な
ど
国
税
に
関
す
る
相

談
は
益
田
税
務
署
で
も
受
付
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
青
森
・
岩
手
・

宮
城
・
福
島
・
茨
城
県
の
方
は
、

国
税
に
関
す
る
申
告
･
納
付
等
の

期
限
の
延
長
を
行
い
ま
し
た
。
他

の
納
税
地
の
方
で
、
交
通
途
絶
等

に
よ
り
申
告
・
納
付
等
が
で
き
な

い
方
に
も
、
延
長
が
認
め
ら
れ
ま

す
。
状
況
が
落
ち
着
い
た
後
、
益

田
税
務
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

還
付
金
に
つ
い
て

す
で
に
申
告
を
し
た
還
付
金
の

支
払
時
期
等
の
確
認
は
益
田
税
務

署
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

vol.61

号
で
も
お
伝
え
し
た

な
ご
み
の
里
に
導
入
さ
れ
た
木
質

チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
の
本
運
転
が
3
月

25
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

ボ
イ
ラ
の
導
入
は
森
林
資
源
の

活
用
と
化
石
燃
料
の
消
費
削
減
、

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
な
ご
み
の
里
の

温
泉
部
門
か
ら
排
出
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ

２
は
年
間
４
３
６
ト
ン
か
ら
56
ト

ン
に
減
少
、
87
％
の
削
減
効
果
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
お
金
を
あ
げ
ま
す
」
な
ど
の
言

葉
を
き
っ
か
け
に
メ
ー
ル
を
始

め
、
い
つ
の
ま
に
か
高
額
な
お
金

を
支
払
っ
て
い
た
、
と
い
う
相
談

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば･･･

①
「
無
料
」
の
サ
イ
ト
に
登
録
し

た
ら
、
い
つ
の
間
に
か
出
会

い
系
サ
イ
ト
に
登
録
さ
れ
た

②
受
け
取
っ
た
メ
ー
ル
の
中
に
、

「
○
千
万
円
あ
げ
る
」
な
ど
、

お
金
が
手
に
入
る
内
容
の
も

の
が
存
在
。

③
お
金
を
も
ら
え
る
こ
と
を
期
待

し
て
メ
ー
ル
を
始
め
る
。
相

手
は
言
葉
巧
み
に
「
気
を
持

た
せ
る
」
メ
ー
ル
を
送
信
。

④
メ
ー
ル
を
す
る
た
め
に
必
要

と
さ
れ
る
「
ポ
イ
ン
ト
」
を

購
入
し
た
り
、
サ
イ
ト
運
営

会
社
か
ら
求
め
ら
れ
る
様
々

な
名
目
の
料
金
を
支
払
っ
て

メ
ー
ル
を
す
る
が
、
結
局
お

金
は
も
ら
え
ず
、
料
金
の
支

払
い
が
残
る
。
懸
賞
サ
イ
ト

に
登
録
し
た
り
、「
お
金
を
あ

げ
る
」
な
ど
の
メ
ー
ル
に
返

信
す
る
こ
と
で
、
始
め
る
よ

島根県環境生活総務課消費生活室
☎ 0852-22-5103

が
加
入
し
て
い
る
厚
生
年
金
等
か

ら
ま
と
め
て
納
め
る
た
め
、
個
人

で
納
め
る
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。

年
金
の
手
続
き
は

第
2
・
3
号
被
保
険
者
の
年
金

の
手
続
き
は
、
勤
め
先
の
事
業
主

な
ど
が
行
う
の
で
、
個
人
で
行
う

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
に
対
し
て
、
第
1
号
被
保

険
者
の
年
金
の
手
続
き
は
、
自
身

で
行
い
ま
す
。
手
続
き
先
は
役
場

の
国
民
年
金
の
窓
口
で
す
。

な
お
、
第
2
号
被
保
険
者
が
60

歳
未
満
で
退
職
す
る
と
、
第
1
号

被
保
険
者
と
な
る
た
め
手
続
き
が

必
要
で
す
。
窓
口
ま
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

浜田年金事務所	 ☎ 0855-22-0670
健康保険課	 ☎ 72-0651国民年金からのお知らせ健診を受けましょう

温室効果ガス削減に効果 納税に関する相談のご案内

早期発見・早期治療が大切です

木質ボイラ運転開始 東北地方太平洋沖地震で避難をされている方へ

健康保険課	 ☎ 72-0651

益田税務署	 ☎ 0856-22-0444
地域振興課
☎ 74-0038

おいしい話は相手にしちゃダメ！

▼消費者詐欺注意情報

う
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

続
け
る
と
深
み
に
は
ま
る

相
手
か
ら
お
金
を
も
ら
え
る
こ

と
を
期
待
し
て
メ
ー
ル
交
換
を
続

け
る
う
ち
に
、
通
信
費
用
が
多
額

に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
し
か
し
、

相
手
を
信
用
し
て
い
る
た
め
、「
数

千
万
円
も
ら
え
る
の
だ
か
ら
数

十
万
円
使
っ
て
も
安
い
も
の
」
と

い
う
考
え
に
陥
り
、
相
手
に
言
わ

れ
る
ま
ま
メ
ー
ル
交
換
を
続
け
、

お
金
が
掛
る
結
果
と
な
り
ま
す
。

お
金
を
取
返
す
の
は
難
し
い

メ
ー
ル
の
内
容
か
ら「
サ
ク
ラ
」

の
存
在
が
判
明
。
サ
イ
ト
運
営
会

社
な
ど
に
対
し
て
返
金
を
求
め
て

も
、
そ
の
存
在
を
証
明
で
き
な
け

れ
ば
、
返
金
は
難
し
い
の
で
す
。

お
い
し
い
話
に
は
乗
ら
な
い

「
お
金
を
あ
げ
ま
す
」
な
ど
の

言
葉
に
乗
る
と
逆
に
お
金
を
取
ら

れ
る
結
果
と
な
り
ま
す
。

現
実
に
は
あ
り
得
な
い
、
楽
に

お
金
が
入
る
よ
う
な
話
に
は
決
し

て
乗
ら
な
い
こ
と
が
一
番
の
防
衛

策
で
す
。

郵
送
し
ま
す
。）

個
別
健
診
▽
実
施
す
る
医
療
機
関

に
事
前
に
予
約
を
し

て
く
だ
さ
い
。

・
日
原
診
療
所	

　
☎
７
４
‐
0
１
２
１

・
津
和
野
共
存
病
院	

　
☎
７
２
‐
０
６
６
０

・
和
﨑
医
院	

　
☎
７
２
‐
０
０
２
５

・
つ
わ
ぶ
き
医
院

　
☎
７
２
‐
３
５
０
０

当
日
持
っ
て
く
る
も
の

①
保
険
証

②
健
康
診
査
受
診
券

納
税
証
明
書
の
交
付

益
田
税
務
署
で
も
納
税
証
明
書

交
付
申
請
を
受
付
け
て
い
ま
す
の

で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
証
明
書
の
交
付
ま
で
多益田市民学習センター

益田商工会議所

山陰本線

益田税務署

ろうきん

① 25 日の火入れ式で運転
のスイッチを押す下森町長
と㈱津和野代表・糸賀氏②
ボイラの内部

①

②

少
の
日

数
が
か

か
る
場

合
が
あ

り

ま

す
。

第
3
号
被
保
険
者
は

ご
注
意
を

第
3
号
被
保
険
者
が
60
歳
未
満

で
、
①
配
偶
者
の
退
職
、
②
本
人

の
パ
ー
ト
等
収
入
の
１
３
０
万
円

以
上
へ
の
増
加
、
③
離
婚
、
な
ど

の
理
由
で
被
扶
養
配
偶
者
で
な
く

な
る
と
、
第
1
号
被
保
険
者
に
な

り
ま
す
。

必
ず
役
場
の
窓
口
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。
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様々な行政情報をお伝えするコーナーです
町からの
お知らせ

健康保険課（保健予防係）	 ☎ 72-0657

地域振興課	 ☎ 74-0038

青
原
公
民
館
主
催
で
始
ま
っ
た

男
性
料
理
教
室
。「
料
理
の

本
を
見
て
も
さ
っ
ぱ
り
」「
大
さ
じ

一
杯
と
は
な
ん
の
事
や
ら
」
こ
ん
な

本
音
を
話
し
て
下
さ
っ
た
男
性
参
加

者
12
名
。
昨
年
は
３
回
開
催
し
、「
塩

分
を
摂
り
過
ぎ
な
い
為
に
も
大
さ
じ

小
さ
じ
を
使
っ
て
き
ち
ん
と
計
り
ま

し
ょ
う
。」
と
説
明
す
る
間
も
な
く
、

「
ま
ぁ
こ
ん
な
も
ん
じ
ゃ
ろ
う
」
と

指
で
つ
ま
ん
だ
り
、
調
味
料
の
容
器

を
直
接
鍋
に
傾
け
て
…
、
エ
ッ
!!
っ

と
な
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん

な
男
性
方
も
３
回
目
位
に
な
る
と

『
気
づ
き
』
も
多
く
な
り
出
来
上

が
っ
た
料
理
を
並
べ
て
奥
様
を
招
い

て
の
食
事
会
も
行
い
、
皆
さ
ん
笑
顔

一
杯
で
し
た
。

夢
は
広
が
り
「
今
年
度
は
世
界
の

料
理
に
挑
戦
し
た
い
！
」
の
声
に
私

た
ち
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
も
事
前
学
習
を

し
て
応
え
、
中
華
料
理
、
イ
タ
リ
ア

料
理
、
日
本
食
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
日

本
食
で
は
そ
ば
打
ち
を
体
験
し
ま
し

た
。
粋
な
エ
プ
ロ
ン
姿
で
包
丁
さ
ば

き
も
な
か
な
か
の
も
の
、
計
量
ス

プ
ー
ン
の
使
い
方
も
身
に
つ
き
、
私

た
ち
は
「
口
は
出
し
て
も
手
は
出
さ

な
い
」
約
束
で
指
導
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
加
熱
す
る
こ
と
を
考
え
て
具

材
を
揃
え
て
切
っ
た
り
、
食
べ
易
い

大
き
さ
に
す
る
の
は
大
変
な
様
子
で

し
た
。
遊
び
心
に
溢
れ
た
ジ
ャ
ン
ボ

ギ
ョ
ー
ザ
や
個
性
的
な
形
の
野
菜
が

お
皿
に
並
び
ま
す
。
で
も
盛
り
付
け

を
ア
ー
ト
感
覚
で
楽
し
ま
れ
な
が
ら

さ
れ
る
姿
に
私
た
ち
の
方
が
見
習
う

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
参
加
さ
れ
る
方
の
希
望
や

料
理
へ
の
思
い
を
聞
か
せ
て
も
ら
い

な
が
ら
「
食
育
」
や
「
食
事
バ
ラ
ン

ス
ガ
イ
ド
」
の
学
習
も
併
せ
て
進
め

て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

男
性
の
皆
さ
ん
、
も
し
奥
様
が
風

邪
な
ど
で
寝
込
ま
れ
た
時
、「
ヨ
シ
、

お
れ
が
」
と
食
事
作
り
を
さ
れ
る
姿

は
と
っ
て
も
頼
も
し
く
あ
り
、
大
切

な
事
で
す
よ
！
私
た
ち
ヘ
ル
ス
メ
イ

ト
は
応
援
し
て
い
ま
す
。

現
在
14
路
線
あ
る
町
営
バ
ス

で
す
が
、
名
賀
線
や
日
原

市
街
地
線
な
ど
で
は
ド
イ
ツ
の
人

気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ア
ン
ペ
ル
マ

ン
」
が
ラ
ッ
ピ
ン
グ
さ
れ
た
バ
ス

が
運
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
ア
ン
ペ
ル
マ
ン
」
は
町
が
姉

妹
都
市
を
結
ん
で
い
る
ド
イ
ツ
・

ミ
ッ
テ
区
（
ベ
ル
リ
ン
）
で
生
ま

れ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
。
ベ
ル
リ
ン

で
は
歩
行
者
用
信
号
に
使
用
さ
れ

て
お
り
、
交
通
安
全
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
予
約
に
応
じ
て
運
行
す

る
デ
マ
ン
ド
バ
ス
も
４
月
１
日
か

ら
運
行
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

３
月
30
日
に
は
、
出
発
式
が
行

わ
れ
、
津
和
野
幼
花
園
の
園
児
達

が
バ
ス
を
見
学
、試
乗
し
ま
し
た
。

男性の料理姿は頼もしい！

新・町営バス運行開始

▼
▼

食生活改善推進員（青原班）、世界の料理にチャレンジ

津和野×ベルリンの新しい形

1
回
目

ご飯、ギョーザ、酢豚、キュ
ウリとワカメの酢の物、かき
玉汁

2
回
目
手打ち蕎麦、野菜のかき揚げ、
えびの天ぷら

3
回
目

きのこスパゲティ、塩辛ぺペ
ロンチーノ風、オニオンスー
プ、温野菜サラダ

子どもたちは

と思っています
「やめて欲しい」
タ
バ
コ
を
吸
う
大
人
の
方
へ

「たばこはお吸いになられますか？」と様々な場所
で聞かれることがありませんか。たばこを吸われる方
のマナーも向上し、町内でも、公共施設やお店などの
分煙や禁煙の動きが広がってきています。

たばこを吸うと、がんや心臓病、肺の病気等にかか
るリスクが高くなります。禁煙がそういった病気の予
防になるのはご存知ですか？

５月から禁煙週間が始まります。

それに合わせて、今年 1 月に町内の小学５・６年生、
中学生とその保護者 539 人の方を対象に行った「子
どもたちのたばことお酒に関するアンケート調査」の
結果の一部をご紹介します。

調査結果から子ども達が保護者の皆さんの健康を心
配している様子が分りました。

この機会にたばこについて皆さんで話してみてはい
かがですか？

　　【興味本位の喫煙】
「あなたは、たばこやお酒を経験したことがありま
すか？」という質問に、小学生で２．５％、中学生
で５％の児童・生徒が「吸ったことがある」と答
えました。理由としては、「興味本位」という結果
が目立ちました。

小学生 中学生
「たばこ」を吸っ

たこと「あり」
2.5％ 5.0％

　　【保護者の喫煙を心配するこどもの姿】
「保護者の喫煙についてどう思いますか？」という
質問には、半分以上の子どもたちが「たばこを控
えて欲しい」と思っていることがわかりました。
「たばこが身体によくない」と知っているからこそ、
保護者の皆さんの身体を心配しているのだとわか
る結果になりました。

小学生 中学生
やめて欲しい 41％ 49％

量を減らして欲しい 12％ 18％
何とも思わない 10％ 25％

良いと思う 1％ 3％

　　【たばこの害の高い認知度】
小・中学生、保護者のほぼすべての方が「たばこ
は身体によくない」と考えており、たばこの害に
ついての認知度は高い結果となっています

たばこの害について知っている
小学生 96％
中学生 94％
保護者 93％

Let's
チャレ

ンジ

Acti
on

取り組
もう

世界禁煙デーと禁煙の取組

公共施設の禁煙・分煙登録

毎年５月３１日は禁煙デー、５月３１日
～６月６日は禁煙週間です。禁煙にチャ

益田圏域の健康長寿しまね推進会議で
は、「空気のきれいな施設や乗り物登録」

レンジするのにおすすめな日です！
昨今では、医療機関で禁煙外来が設けられるように

禁煙を始めるのにおススメな日
①誕生日　②正月　③世界禁煙デー

【お問合せ】
健康保険課　保健予防係（佐藤・石川）

TEL：72-0657　FAX:72-1650

STOP喫煙！ 5月 31日は世界記念デー

をすすめています。町でも公民館や学校、保育園など
が登録をしています。地域の集会所で既に取り組まれ

かわいいデザインのバスに園児たちも
大喜び

全部で６種類あるラッピングバス。各車両の側面にある「Go」と「Stop」のアンペルマン。

ている自治会などでも登録を
してみませんか？
登録すると、登録証とステッ
カーが貰えます。目立つ場所
に掲示し、みんなで意識を高
めていきましょう。
※施設内禁煙：施設内では禁

煙、施設外（玄関外）に喫
煙場所がある。

※敷地内禁煙：施設の敷地内

なってきており、医者と協力して禁煙
に取り組むといった方法もあります。

では禁煙。
新規登録を希望の場合は、下記までご連絡ください。

取組みを示すステッカー
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2011.5

広報つわの広報つわの

【津和野共存病院　TEL:72-0660】
◆月曜日 / 循環器内科（午前 / 第２・４月曜日）
	 整形外科（午後）
	 小児科予防接種・乳児検診（午後 / 予約制）
◆火曜日 / 外科（午前）
◆水曜日 / 小児科予防接種・乳児検診（午後 / 予約制）
◆木曜日 / 外科（午前）耳鼻咽喉科（午後）
◆金曜日 / 整形外科（午前 / 午後）
※内科 : 月～金曜日（午前）、木曜日（午後２時から開始）

（日本神経学会専門医）初診の場合要予約
※小児科 : 予防接種・乳児検診は 13 時より開始です。
※耳鼻咽喉科 : 木曜日午後 2 時 15 分より開始です。
※整形外科：月曜日の診療は午後 1 時より開始です。

【日原診療所　TEL:74-0121】
◆月曜日 / 内科（午前 / 午後）
◆火曜日 / 内科（午前 / 午後）
　外科（第 1・3・5 火曜日、8 時半～9 時半）
　※受付は 9 時まで
◆水曜日 / 内科（午前）消化器内科検査のみ（午前）
◆木曜日 / 内科（午前）
◆金曜日 / 内科（午前 / 午後）
◆土曜日 / 内科（午前）　※毎週診療あり
　　　　　泌尿器科（午前）第 1・3・5
※泌尿器科の予約は 74－0121 まで
※水曜日・土曜日は、午前のみです。
※診療日程は、変更する場合があります。

【和﨑医院 TEL:72-0025】 
◆水曜日 / 肝臓病専門外来（日本肝臓学会専門医）/ 予約制
※当院では苦痛の少ない鼻からの胃カメラを行っています。
※リウマチ・膠原病専門外来（専門医）を行っています。
※土曜日午後は診療しています

（14 時から17 時まで、ただし受付は 16 時 30 分まで）。
【つわぶき医院　TEL:72-3500】

◆火曜日 / ペインクリニック 15:00 ～ 18:00
◆木曜日 / ペインクリニック 9:00 ～ 12:30
※帯状疱疹後の疼痛や慢性の痛みでお悩みの方はご相談ください。
※通常の診療も行います。

◎明るい生活相談所
5 月6日	（金）	 山村開発センター	 9:30～14:30
5 月20日	（金）	 山村開発センター	 9:30～14:30
問 : 津和野町社会福祉協議会	 ☎74-1617

◎無料人権相談
5 月6日	（金）	 津和野町民センター	 9:00～12:00
5 月10日	（火）	 山村開発センター	 9:30～14:30
問 : 税務住民課	 ☎74-0059

◎無料行政相談
5 月13日	（金）	 津和野町福祉センター	 10:00～12:00
5 月20日	（金）	 山村開発センター	 9:30～14:30
5 月27日	（金）	 津和野町福祉センター	 10:00～12:00
問 : 総務財政課	 ☎74-0028

◎手話生活相談
5 月11日	（水）	 役場本庁舎	 13:30～16:00
5 月25日	（水）	 役場本庁舎	 13:30～16:00
問 : 津和野町福祉事務所	 ☎72-0673

◎心配ごと相談
5 月2日	 （月）	 木部公民館	 9:30～11:30
5 月6日	（金）	 津和野町福祉センター	 13:30～15:00
5 月11日	（水）	 畑迫公民館	 9:00～11:00
5 月12日	（木）	 小川公民館	 13:30～15:30
5 月13日	（金）	 津和野町福祉センター	 10:00～12:00
5 月27日	（金）	 津和野町福祉センター	 10:00～12:00
問 : 津和野町社会福祉協議会	 ☎72-1494

◎無料法律相談（要予約）
5 月20日（金）	 津和野町福祉センター	 13:00～16:00
問・予 : 津和野町社会福祉協議会	 ☎72-1494

◎健康相談
5 月9日	（月）	 山村開発センター	 13:30～15:30
5 月23日	（月）	 山村開発センター	 13:30～15:30
問 : 健康保険課（保健予防係）	 ☎72-0657

◎生活支援（精神障がい）相談（要予約）
毎日の生活の悩みをお気軽にお話ください。相談日程につい
ては、相談したい方と話し合って決定します。
まずは、お気軽にお問合せください。
問・予約 : 津和野町福祉事務所	 TEL：72-0673

◎育児相談※各会場の子育て支援センター内で行います
乳幼児の育児に関する相談、計測などを行います
5 月12日（木）	 日原保育園	 10:30～11:30
5 月24日（火）	 直地児童館	 10:30～11:30	
問：健康保険課（保健予防係）（☎72-0657）

◎断酒会（アルコールに関する相談）
5 月11日	（水）	 津和野町民センター	 19:00～21:00
5月18日	 （水）	 日原中央公民館	 19:00～21:00
5月25日	 （水）	 日原中央公民館	 19:00～21:00
問：断酒会鹿足支部（中田至）	 ☎090-9061-8012

医 療 各 種 相 談

手話コミュニケーション
テレビやラジオは大切な情報源ですが、聞こえない人に
は音声だけの情報では伝わりません。情報不足は不安
へとつながります。地域でのつながりも含めて改めて災
害時緊急連絡の方法を障がいのある全ての人にも伝える
ことが出来るようにしておくとお互いに安心できるのでは
ないかと思います。

ご 案 内
◎宝くじ文化公演・吉本バラエティーショー

◎調理師受験準備講習会の開催
今年度の調理師試験は 9 月実施予定です。今年度も講習会
を開催しますので、受講を希望される方はお申込ください。
■講習日程	：	5 月18・27日、6 月14・23日、7 月6・21日

8 月1・9・23・30日　時間は 9 時～16 時
■講習科目	：	公衆衛生学・衛生法規、食品衛生学・食文化

概論、調理理論・食品学・栄養学
■講習会場	：	益田合同庁舎（益田市昭和町13-1）
■申込締切	：	5 月17日（火）
なお、試験ならびに講習会の受講には条件等があります。
詳しくはお問合せください。
問：（社）島根県食品衛生協会益田支所（益田保健所内）

（☎0856-22-0406）

◎乳児健診
5 月10日（火）	 保健福祉センターやまびこ	 12:45～13:30
H22.7.10～H23.1.10 生まれのお子様が対象となります。
対象者には事前に通知があります。通知が来ない時は、お問
い合わせください。
問：健康保険課（保健予防係）（☎72-0657）

◎幼児健診※5月は津和野地域にお住まいの方となります
5 月17日（火）津和野町民センター
１歳6ヶ月健診	H21.8.16～11.17 生まれの子	13：00～13：15
２歳児健診	 H20.8.16～11.17 生まれの子	13：30～13：45
３歳児健診	 H19.8.16～11.17 生まれの子	14：00～14：15
対象者には事前に通知があります。通知が来ない時は、お問
い合わせください。
問：健康保険課（保健予防係）（☎72-0657）

◎自殺予防いのちの電話
日時：5 月10日（火）午前８時～翌午前８時（24 時間）
☎0120-738-556（フリーダイヤル）
内容：自殺予防に関する相談

【災害】
親指と小指を立てた左手
の甲を前に向け、園上を
右手の指三本で「＜＜＜」
の形を描く。

出演者		 宮川大助花子、平和ラッパ梅乃ハッパ、
Mr マサヒロ、シンクタンク、川上じゅん

会場	 	 日原山村開発センター
期日	 	 2011年 7 月31日（日）13:30 開場／14:00 開演
入場料		 全自由席　一般 2,000 円（当日2,500 円）

高校生以下　1,000 円（当日1,500 円）
※宝くじの助成により、特別料金となっています。
※前売りで完売した場合は、当日券はございません。
※未就学児のご同伴、ご入場はご遠慮ください。
前売り開始日　5 月9日（月）
問合わせ　山村開発センター　☎74-0302
入場券前売所	 山村開発センター、道の駅「シルクウエイに

ちはら」、にちはら自然商店、道の駅「津和
野温泉なごみの里」、津和野町教育委員会

主催	 	 津和野町、津和野町教育委員会、島根県
( 財 )自治総合センター

後援	 	 津和野町文化協会

今月の新刊図書
■「花の鎖」
	 湊かなえ	 （著）	 文藝春秋刊
■「ジョン・マン　波濤編」
	 山本一力	 （著）	 講談社刊
■「古着屋総兵衛影始末」
	 佐伯泰英	 （著）	 徳間書店刊
■「ジャッキーの運動会」
	 あだちなみ	（作）	 ブロンズ新社刊
■「栗原はるみお弁当 100」
	 栗原はるみ	（著）	 扶桑社刊

今月の新刊図書（31 日は休館日です）
■『老いの才覚』
	 曽野綾子	 （著）	 ベストセラーズ
■『ほかげ橋夕景』
	 山本一力	 （著）	 文藝春秋
■『黒船前夜』
	 渡辺京二	 （著）	 洋泉社
■『ポケットのなかで・・・』
	 いもとようこ	（著）	 金の星社
■『まいにち食べたい”ごはんのような”ケー
キとマフィンの本』
	 なかしましほ	（著）	 主婦と生活社 

図書 館だより

◎津和野図書館

◎日原図書館

電話番号が変わりました
4 月より下記２箇所の公民館の連絡先が変
更となっています。
おかけ間違いのないようお気をつけくださ
い。

青原公民館☎75-0039
左鐙公民館☎74-0711

※ケーブル電話は番号の前に“＊”を押してくだ
さい



□住民基本台帳（平成 23 年 3 月末現在）
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